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皆
繕
陣の
御
熱
望
と
、
時
勢
の
要
求
ミ
に
ょ
つ
て
、
愈

々
我
が
『映
霊
こ
の
創
刊
號
が
出
る
.℃と
に
な
り
ま
し
た

。
御
承
知
の
通
り
、
現
在
映
箇
雑
誌
ε
し
て
登
行
ぜ
ら
れ

て
ゐ
る
も
の
㌧
数
は
實
に
晴
夜
の
星
の
如
く
、
そ
し
て
軌

れ
も
そ
れ
ぐ

に
燦
然
と
光
た
放
つ
て
た
り
ま
す
が
、
惜

む
ら
く
は
大
抵
菊
版
、
四
六
列
等
で
小
型
に
失
し
、
見
て

樂
し
む
欝
報
と
し
て
に
些
か
見
榮
え
の
し
な
'♪憾
み
が
あ

り
ま
す
。
猫
叉
大
剃
の
も
の
ミ
し
ま
し
て
は
、
悉
く
演
藝

物
訟
ぞ
電
混
滑
し
f、編
輯
さ
れ
て
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

亦
映
箇
プ
ア
ン
諮
君
の
充
分
な
ろ
浦
足
な
厩
ち
得
る
こ
と

が
出
來
な
い
ー

と
い
ふ
鮎
に
深
く
鑑
み
ま
し
て
、
そ
れ

等
の
快
鮎
々
繍
}ひ
、
プ
ア
ン
諮
君
の
十
二
分
の
御
満
挽
々

得
ろ
や
う
に
精
々
努
力
し
乳
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
が

何
分
に
も
創
刊
の
こ
ε
で
も
あ
り
、
改
良
す
べ
喜
鮎
も
種

々
あ
る
で
ぜ
う
か
ら
、
今
後
號
な
逐
ふ
に
從
ひ
工
夫
を
露

れ
て
、
名
實
共
に
日
本
一
の
映
衛
專
問
讃
報
ε
致
し
れ
く

諸
君
の
何
分
の
御
後
援
ミ
御
後
助
ミ
な
望
む
で
や
ま
な
い

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
終
り
に
臨
み
、
多
大
の
御
好
意
ミ
御

便
貿
ミ
な
恭
う
し
れ
る
、
松
竹
,
日
活
.
東
亜
、
帝
キ
・浄

關
棄
砒
其
他
日
本
の
各
映
露
會
肚
、
及
フ
ァ
ー
ス
ト
.
ナ

ジ
ヨ
ナ
ル
b
工
昌
ヴ
ア
ー
サ
ル
、
エ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
.

ア
ー
テ
イ
ス
ツ
、
フ
オ
ツ
ク
ス
、
パ
ラ
マ
ン
ト
、
エ
メ
ル

カ
其
他
各
外
國
映
薗
會証
に
封
し
、
厚
く
く

御
頑
申
上

γ
ま
す
。
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騎
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正
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井
寺
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一
心
寺
首
人
斬
し

マ
キ
ノ

(白

虎

隊
)

東

亜

(潮
)

日

活

(母

校

の

六

め

に
)

松

竹

(妖

星

地

に

墜

つ

れ

ば
)

マ
キ
ノ

(中

山

安

兵

衛
)

マ
キ
ノ
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傑

蒐

鹿

毛
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日

活
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怪

の

模

む

家
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東

亜
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艶

殺
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日
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の

行

商
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亜
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)
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新
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書
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岬
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懇
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の
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蒐
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書
界
七
不
思
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　　Althouゆthcrc　 are　at　present　 vari`xis　ma;azines　 and　I)ictarials
for　screen　 fans　published　 in　Japan,　 most　 of　them　 have　 respective-
ly　some　 defective　 elements-one　 is　too　small　 in　its　shape　 and　 the
other　 spears　 tor,　many　 pages　 for　articles　 other　 than　 the　screen
drarthl.　Our　 new　 graphic"Screen　 Pioneer"has　 come　 out　 into
the　 world　 to　 closely　 meet　 kith　 the　 interests　 and　 tastes　 of　the
cnthusiastic　 fans,　 overcoming　 thcsc　 unsatisfactoワ 　elements

pointed　 out　 above.　 As　 you　 may　 see,　 the　 wlwle　 pages　 of　our
fan　 pictorial　 are　 devoted　 entirely　 to　the　photographs　 and　 news
as　well　 as　interesting　 cominents　 with　 regard　 to　 motion　 pictures
of　home　 and　 abroad,　 and　 it　is　happy　 to　say　that　we　 have　 done
our　 best　 in　selecting　 the　 pictures,　 and　 further,　 in　making　 use

of　every　 possible　 art　of　 printing　 which,　 we　 believe,　 is　of　the

highest　 degree　 in-this　 country.　 At　 this　 time,　 we　 beg　 to　swear
to　 all　readers　 that　 we、vould　 always　 be　 most血ith血1　 to　our

duties　 for　 introducing　 l;ood　 pictures　 and　 first　class　comments,

and,　 at　the　 same　 time,　 for　diving　 entire　 satisfaction　 to　all　of
thc卑 ・、Ve　cordia且1y　 I)resent　 our　 sincere　 thanks　 and　 gratitude

to　the　First　 National　 Pictures,　 United　 Artists,　 Universal　 Pictures,

Paramount,　 P'os　 Film=,　 Emerka　 and　 other　 foreign　 and

home　 film　 corporations,　 all　 of　 which　 have　 bestowed　 upon

us　their　 utmost　 convenience　 and　 favour　 in　many　 respects.

.創
刊 號

・目 次
富、 臨

ヴ ア イ ナ ラ ・ ダ ナ 嬢
・オ7セ ツ ト

ロ ソ ・ チ ヤ 昌 一 氏
旦 色 及 二 色 版

ホ リ 伽 ・ ウ ツ ド の 全 景
工 杜 提 供 『不 夜 城 の 女 』
フ ・ ナ 吐 『シ ー 。ホ ー ク』 と 『劔 戟 の 雄』

・ク ラ ヴ ユ ア 版
フ ー ト ● ギ ブ ソ ン 氏
シ ヤiソ ー ・ メ イ ソ ン 媛
メ ー リ ー ● フ イ ㌍ ビ ン'壊
パ ー シ ー ・ マ ー モ ソ ト 氏
エi吐
同

ユ 承上
同

『焔 の 裡 の 女』
『サ 」 シ ロ ス の 兇 獣』
『厄 介 娘』
『無 茶 苦 茶 建 力』

ユ ・ ア.転 『救 ひ 奉 求 め る 人 々』
同 『ド ン ・ キ ユ ー』

フ ・ ナ 承L『 シ ー ・ ホ 鱒 ク』

同 『劔 戟 の 雄』
ユ ・ ア 肚1「 ゴ ー ル ド ・・ラ ツ シ ユ 』

同 『yツhル ・ ア ン ニ イ ・ ρレ 昌 イ』
メ ●ゴ 融 『屑 屋 の 小 倫 』
ユ ・ア 杜 『索 嘲 ら し い 哉 人 生』
同 『ア メyカ 』

・記 事

喜 劇 緩 讃 鵡
幸 多 き 女 優 ジ ヨ 陳 ジ ア ・ヘ ー ル の こ ピ}°
来 國 ス タ ー ミ 映 書 の 人 氣 調 べ
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嬢 子駒 田砂 星明 の界 寳 映が 我
(一 タ ス 活 日)

子駒,う らあで嬢子駒田砂の活日くら恐ば らなナ:め求に界喬映が我な人な富豊の験纏 も最 、るあ解理 も最てしε優女喬映
洗1二常非 も程の技演の其is6iド アニきてし業修Zつ あにドツウーリハ國王畜映の國米くし久に共ピ氏 クソラフ永徳の君夫に嬢
ご督監の氏永徳の君夫r)作 を畿映の本敬め初々 し師品手の街1て じ投を身に活日にらかてつ簾に本日前年敏 。るゐてれさ錬
もれ何るあが等 し家む棲の怪妖1L性 女く耀に愛1に てしε晶作の近最 。るあでのもれ しか驚な界斯てつ侯相`個 妓のZし'
。るあで装扮の子静山片に實{;華 彩役主の面 の性女コるれ らぜ切封近最に眞寓のこ 。うらあでのもる飾を上載謁映の秋脅
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▼劔
戟

勤
王
佐
幕
の
論
の
喧
し
き
徳
川
の
末
期
.
若
い
志
士
栗
栖
清
馬
、高
木
新
準
)
は
、
辮
,天
お
雪

(生
野
初
子
)
ε
い
ふ
あ
ば
す
れ
女
に
フ
ト
し
六
こ
と
か
ら
慰
葎
し
お
が
、
浩
馬
の
哀
れ
な
身
の
上
話
に
同
情

の
揚
句
お
雪
も
、
虞
劔
の
懇
に
陥
リ
、
兄
の
銀
次
の
妹
思
ひ
の
志
で
、
二
人
は
到
頭
結
婚
す
ろ
。
そ
の
湖
に
清

馬
の
許
婚
絹
江
の
自
害
、
新
撰
除
の
活
躍
な
ど
が
あ
つ
て
.
却
々
面
白
い
東
亜
の
時
代
劇
で
あ
ろ
。

生
玉
心
巾

今
な
去
ろ
二
百
五
十
年
の
晋
、
大
阪
島
の
内
に
律
義
な
老
舖
茶
碗
屋
と
い
ふ
の
が
あ
つ
六
。
其

枠
嘉
李
次
は
、
柏
屋
の
小
辮
々
救
つ
れ
こ
と
か
ら
。そ
の
姉
女
郎
の
お
さ
が
と
深
い
契
-ー
な
結
ふ
こ
こ
に
な
つ
れ
G

そ
し
て
許
婚
の
お
き
わ
な
嬢
ひ
、
只
管
お
さ
が
と
の
慰
な
樂
ん
で
ゐ
六
が
、
や
は
り
お
さ
が
に
打
込
ん
で
ゐ
る
、

幼
馴
染
の
印
傅
屋
の
長
次
ミ
の
間
に
大
畢
闘
な
演
"し
た
揚
句
,
長
次
奄
殺
し
、
慰
の
勝
利
者
嘉
卒
次
お
さ
が
の
雨

入
は
寛
に
死
出
の
族
路
に
赴
く
…
…
と
い
ふ
,
島
の
内
惰
話
ピ
銘
打
つ
た
直
木
三
十
三
氏
の
傑
作
で
、
廣
瀬
五
郎

氏
の
監
督
、
申
川
映
壷
の
製
作
で
。
窺
翼
は
即
ち
實
川
延
松
の
嘉
不
次
と
一
川
静
子
の
お
さ
が
の
樂
し
い
懇
の
場

面
で
あ
る
。
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ボ 罰 互慮)唇」 潭主留 ゴ鷺 那一:;腎 蜀 ず1㍍ 二第)

壮 ツス9一 ア トッデ ィナーユ(下)

巻 六「々 人 る む 求 を ひ 救 」

嬢'レ ー へ ●ア ウ ー 雪ジ
氏 一 サ ー ア ●ツ 顧 曽ジ

たつ作てつ合 し出を金貯がジトスキエの名無
ジるた轟 らめ認を個技で度一は督 監 、で{誌映
(照参事記)Oる あで氏ヒルペンdタ ス・フセヨ

弛 ツスチんヲトジヲ1ナ ーユ(虐り
「一 畠 一 ル ・一 昌 シ7・ ル トリ リ」
濱主 嬢 ド硝オ7〃 ッピ●-nメ
督監 氏yイ デー潔 ム7噸 イΨ

の磯 六 五 十 もて 見 日何
目茶oん さ娘 い し ら愛
メ い輕 の 特 猫dリ メの
oす ま りあ で マ ラ}'F

縫ツスチーアト,ヂイウー二(上》
巻一十 「■・ユ キ ・シ ド」
氏スクy露 アー呂フ●ス,グ 夢
嬢 一 タ ヌ ア ●一,メ

ッ ヲク ド〃 ナ ドは督 監
齢 に牙 班 西 、で 氏 ス プ
の 陰 胃 ピ懲 が年 青 た つ
の 女 王 に寛 り入 に 中渦
o語 物 ふ い ε る得 を 愛
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上
圏

島
津
保
次
郎
監
督

「妖
星
地
に
墜
つ
れ
ば
」

松
竹
映
叢

牧

定

雄

鈴

木

停

明

美

佐

子

英

百

合

子

香

津

子

筑

波

雪

アr

中
圓

畑
中
蓼
波
監
督

「山

中

安

兵
衛
」

マキ
,
映
蜜

中
山
安
兵
衛

澤
村
長
十
郎

下
圓

金
森
萬
象
監
督

「奇
傑
鬼
鹿
毛
」
全
+
八
巻
マ
キ
,
映
叢

奇
傑
鬼
鹿
毛

鳥
人
武

井

龍

三

字

津

女

松
津
月

枝
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中
圖

長
尾
史
録

「狂
へ
る
城
主
」

東
亜
映
識

城
主

市
川
小
文
治

近
藤
東
馬

宮
島

健
4

徳
・氷
7
ラ
ン
ク
畿皿督【無

上

凧

「
女
性

の
命
」

日
活
映
識

無
瀬
漢
張
源
洪

山
本

嘆
一

娘
彩
華

砂
田

駒
子

牛
原
虚
彦
監
督

下
圖
左

「
豊

情

歌
し

松
竹
映
書

谷
川
信
一

山石
田

祐
吉

蝶
蘭

粟
島

澄
子

築
山
光
吉
監
督

下
圖
右

『
義

■匁
」

日
活
映
謡

水
木
陽
之
助

阿
部

五
郎

相
生
傘
の
小
小丁

澤
村

春
子
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C1)一

松
竹
映
書

『妖
星
地
に
墜
つ
れ
ば
』

原
作
脚
色

監

督

撮

影

吉
田

百
助

島
津
保
次
郎

桑
原

昂

・配

役
・

牧

清

造

牧

定

雄

き

よ

み

格
次
郎
(下
僕
)

美香杉多河

佐津

藤
野

秀
夫

鈴
木

傳
明

高
尾

光
子

岡
田
宗
太
郎

子

英

百
合
子

子

筑
波

雪
子

村

渡
邊

篤

浦

國
島

荘
一

邊

星

光

梗

概

山
岳
の
如
き
大
厘
、
軒
を
な
ら

べ
、
車
馬
は
流
る
＼
渓
流
の
如
き

般
盛
の
都
に
天
野
美
佐
子
と
名
乗

る
美
容
術
師
の
妖
婦
が
あ
つ
た
Q

彼
女
は
常
に
群
が
る
男
を
操
り

弄
び
な
が
ら
妖
婦
の
喜
悦
に
耽

る
の
を
通
例
と
し
て
ゐ
た
o
牧
清

造
と
云
ふ
地
方
の
富
豪
は
矢
張
り

此
美
佐
子
の
パ
ト
ロ
ン
の
一人
で

あ
つ
た
が
彼
が
家
も
捨
て
財
も
捨

て
タ
悪
口も
捨
て
＼
一意
彼
女
の
愛

に
鎚
り
付
か
う
と
し
た
時
、
妖
婦

美
佐
子
は
唯
一語
の
最
後
の
挨
拶

を
の
み
與
へ
た
き
b
で
あ
つ
た
Q

失
懸
の
あ
う
欄
を
清
造
は
別
荘
の

鰹
癒
し
て
ゐ
た
茱
個
艶
弟

定
雄
が
ア
メ
ソ
カ
か
ら
館
朝
す
る

に
會
つ
て
自
分
の
不
始
末
と
面
目

な
さ
に
弟
に
會
ふ
を
待
た
で
自
殺

し
た
の
で
あ
つ
た
じ
そ
れ
か
ら
数

ヶ
月
後
都
下
の
或
る
ホ
テ
ル
に
新

輪
潮
の
伯
欝
室
町
牧
麿
と
名
藻
る

貴
紳
が
あ
つ
た
Q
夜
な
ー

彼
は

食
堂
に
ダ
ン
ス
ホ
U
ル
に
そ
の
秀

麗
な
る
眉
目
の
魅
力
を
輝
か
せ
命

嬢
達
の
胸
を
燃
え
さ
か
ら
せ
て
ゐ

た
Q
が
室
町
伯
は
こ
う
し
た
も
の

伽
墾
励
て
撲
猛
子
及
竪
そ
の
弟
子

香
都
子
に
近
寄
つ
て
行
つ
た
∪
そ

し
て
結
局
彼
は
香
都
子
を
或
夜
ホ

テ
ル
の
彼
の
室
に
呼
び
入
れ
標
と

し
た
が
美
佐
子
の
知
る
庭
と
な
つ

て
拒
げ
ら
れ
た
G
そ
れ
以
來
美
佐

子
の
室
町
に
劃
す
る
愛
情
は
高
速

度
に
高
調
さ
れ
て
行
っ
た
G
そ
し

て
途
に
二
入
の
間
に
は
次
第
に
懸

の
場
面
が
展
開
さ
れ
る
様
に
な
っ

た
Q
が
其
時
に
は
も
う
妖
婦
美
佐

子
の
髄
内
に
は
室
町
冠
す
る
純
其

な
懸
が
溺
つ
て
ゐ
た
o
併
し
そ
れ

か
ら
幾
日
か
経
っ
て
伯
爵
室
町
友

麿
は
假
面
を
脱
い
で
美
佐
子
の
前

に
現
は
れ
た
の
で
あ
つ
た
Q
室
町

は
實
は
清
造
の
弟
定
雄
で
あ
つ

セ
。
定
雄
は
兄
の
仇
美
佐
子
に
復

讐
す
べ
ぐ
伯
爵
と
僑
っ
て
美
佐
子

に
近
寄
り
彼
女
が
自
分
に
懸
し
て

來
た
溺
味
に
っ
け
入
つ
て
兄
の
仇

を
取
b
に
來
た
の
で
あ
る
Q
美
佐

子
は
懲
の
喜
悦
の
頂
⊥
か
ら
絶
望

の
奈
落
へ
と
突
き
お
と
さ
れ
た
併

し
彼
女
は
立
派
に
ク
レ
オ
パ
ト
ラ

の
面
影
を
忍
ば
せ
な
が
ら
せ
う
容

こ
し
て
死
に
付
て
行
っ
た
○
天
に

輝
ぐ
妖
し
の
星
も
地
に
墜
つ
れ
ば

一塊
の
石
に
過
ぎ
な
い
o
肚
交
揚

裡
に
険
け
る
妖
し
の
花
も
懇
す
る

時
は
唯
の
女
に
過
ぎ
な
か
つ
た
o

財翻『湖
畔
の
哀
懸
』

原
作
鷺
督

蔦
見

丈
夫

撮

影

茂
原

英
雄

1

配

役
1
ー

老
爺

嘉
助

娘

お

菊

懇
人

仙
藏

宿
の
娘
お
雪

書
家
村
田
吉
夫

梗

概
新
井

淳

束

榮
子

押
本

映
治

松
井
千
枝
子

國
島

荘
一

詩
の
國
十
和
田
の
湖
畔
に
美
し

く
も
嘆
い
た
お
菊
は
山
さ
う
し
て

水
、
自
然
の
交
響
を
普
樂
と
し
て

健
か
に
育
ぐ
ま
れ
て
來
ま
し
た
o

魚
漁
を
渡
世
と
す
る
彼
女
の
父
親

嘉
助
爺
さ
ん
に
取
つ
て
は
彼
女
は

ま
だ
徒
ら
つ
子
に
も
見
え
た
で
あ

ら
う
、
け
れ
ど
村
の
若
者
仙
藏
と

は
互
に
甘
い
懸
を
語
る
間
柄
で
し

だ
、
静
か
な
夕
べ
、
十
和
田
の
湖

に
お
月
標
の
出
る
夕
べ
ニ
人
は
い

つ
ま
で
も
、
い
つ
ま
で
も
語
b
績

け
た
の
で
し
た
Q
仙
藏
と
は
幼
な

馴
染
の
間
柄
で
お
雪
と
云
ふ
温
泉

宿
の
娘
が
思
ひ
を
打
ち
開
け
る
に

は
除
り
に
弱
過
ぎ
る
心
を
仙
藏
に

封
し
て
抱
い
て
ゐ
た
の
で
し
た
o

み
や
こ

き

せ
い
ね
ん
ぐ
わ
か

む
ら
允

む

鄙
か
ら
來
た
青
年
書
家
村
田
は
無

柳
の
間
に
お
雪
を
誘
ふ
と
し
ま
し

た
Q
然
し
お
雪
の
心
は
絶
封
な
強

固
を
示
し
て
ゐ
ま
し
た
し
一
日
村

田
の
眼
に
映
じ
た
も
の
は
お
菊
の

あ
ど
け
な
い
純
其
そ
の
も
の
＼
姿

で
し
た
。
村
田
の
毒
牙
は
途
に
彼

女
に
延
た
の
で
し
た
o
再
び
そ
う

し
た
三
度
相
合
ふ
機
會
を
與
へら

れ
た
事
は
お
菊
に
取
つ
て
の
絶
滅

で
あ
ら
う
と
は
誰
が
知
つ
て
ゐ
る

で
せ
う
。
女
心
の
淺
は
か
さ
を
責

る
に
は
あ
ら
ね
ご
も
村
田
の
薄
っ

ぺ
ら
な
言
の
葉
に
乗
せ
ら
れ
た
お

菊
を
惜
し
ま
す
に
は
ゐ
ら
れ
ま
せ

ん
。
さ
う
し
て
お
菊
は
仙
藏
を

捨
て
＼
都
へ走
り
ま
し
た
○
意
氣

地
な
し
!
馬
鹿
や
ら
う
!
そ
れ
は

村
人
が
仙
藏
に
與
へ
る
言
葉
で
し

た
o早

く
も
一年
の
月
日
が
十
和
田

の
湖
に
明
け
暮
れ
て
、
涙
ぐ
ま
し

い
構
な
献
群

麿
を
溜
へま
し

た
。
そ
の
身
を
堪
へ
得
な
い
悔
恨

に
轟
々
と
責
め
ら
れ
な
が
ら
、
唯

々
父
親
と
仙
藏
に
一目
逢
ひ
た
さ

に
お
菊
は
今
戻
っ
て
墾
り
ま
し

せ
先
ざ
う

告
く

み

み
に
く

だ
。
仙
藏
は
お
菊
を
見
て
、
悪
い

お
菊
の
姿
を
見
て
何
と
も
云
は
す

に
総
て
を
許
し
ま
し
た
Q
嘉
助
爺

さ
ん
は
憤
激
の
涙
を
呑
む
で
許
し

ま
し
だ
Q
悪
い
と
云
つ
て
も
嘉
助

爺
さ
ん
に
取
て
は
一人
の
娘
で
し

た
Q
間
も
な
ぐ
お
菊
の
生
み
落
し

た
罪
の
子
を
も
初
孫
と
し
て
嘉
助

爺
さ
ん
は
ざ
れ
程
か
可
愛
い
く
思

っ
た
事
で
せ
う
○
然
し
仙
藏
の
心

は
寂
し
い
も
の
で
し
た
o
口
は
経

つ
て
行
き
ま
す
、
都
の
若
俗
が
、

お
菊
を
弄
ん
だ
村
田
が
敗
憶
別
♂

な
つ
て
卸
つ
て
参
り
ま
し
た
Q
仙

藏
の
純
血
は
に
く
ー

と
迂
つ
て

一堪
b
も
な
く
村
田
の
咽
喉
笛
を

引
き
裂
か
す
に
は
ゐ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
然
し
一目
許
さ
れ
て
死

に
た
い
と
云
ふ
村
田
の
眞
の
叫
び

に
仙
藏
の
う
な
b
を
生
じ
た
爾
の

拳
も
段
々
に
ほ
ぐ
さ
れ
て
行
き
ま

し
た
o
村
田
の
罪
は
悔
ひ
改
め
て

許
さ
れ
ま
し
た
Q
そ
う
し
て
幸
輻

な
家
庭
を
作
り
ま
し
だ
Q
仙
藏
は

罪
な
き
に
生
き
甲
斐
も
な
い
生
活

に
族
立
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

だ
Q
お
菊
の
上
に
、
嘉
助
爺
さ
ん

の
上
に
、
ま
た
村
田
の
上
に
幸
あ

れ
と
所
っ
て
愛
し
て
く
れ
る
お
雪

の
手
を
振
り
彿
ひ
な
が
ら
遠
い
遠

い
美
し
い
國
へ
、
さ
う
し
て
仙
藏

は
一人
ぽ
つ
ち
の
族
を
績
け
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
o

35



・(5>

佛
蘭
西
の
人
情
劇
、
猫
逸
の
憩

秘
劇
、
伊
太
利
の
悲
劇
、
露
西
亜

の
革
命
劇
と
か
う
並
べ
て
見
る
と

米
國
映
書
界
の
二
大
産
物
は
何
ん

と
云
つ
て
も
喜
劇
と
活
劇
で
あ
る

之
だ
け
は
米
國
一流
の
輕
快
昧
と

面
自
さ
が
薔
面
全
燈
に
盗
れ
て
、

何
ん
と
も
云
は
れ
な
い
妙
味
を
與

へ
る
。
殊
に
近
年
喜
劇
映
書
の
猫

立
性
を
認
め
ら
る
、
に
至
っ
た
の

は
實
に
米
國
の
偉
大
な
る
カ
で
あ

る
が
、
此
の
喜
劇
を
創
設
し
た
も

の
と
云
へ
ば
先
づ
マ
ツ
ク
、
セ
ン

ネ
ッ
ト
の
努
力
を
認
め
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
チ
ヤ
ツ
プ
ソ
ン
を
見
出

し
た
の
も
彼
で
あ
る
o
ア
ー
バ
ヅ

ク
ル
、ノ
ー
マ
ン
ド
、キ
書
ト
ン
と

當
代
喜
劇
界
の
大
立
物
を
暗
い
蔭

か
ら
引
出
し
た
の
も
彼
で
あ
る
然

し
そ
の
チ
ヤ
ッ
プ
ソ
ン
氏
が
現
在

の
様
に
偉
大
に
な
ら
う
ご
は
誰
が

知
つ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
Q
此
の
チ

ヤ
ツ
プ
ソ
ン
氏
と
共
に
米
國
の
喜

劇
は
成
長
し
、
登
達
し
檬
々
な
る

名
優
名
楴
督
の
手
に
よ
つ
て
世
界

猫
歩
の
純
米
國
式
喜
劇
が
創
造
さ

れ
た
の
で
あ
る
Q
が
元
來
喜
劇
の

興
行
償
値
は
他
の
そ
れ
よ
b
は
す

つ
と
大
き
い
も
の
で
、
此
の
人
間

の
心
理
を
早
く
も
見
て
取
っ
た
の

は
偉
い
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
o
我
が
國
で
も
此
頃
大
分
喜
劇

が
横
行
し
、
所
謂
ニ
コく

大
會

な
る
も
の
は
興
行
界
の
大
入
袋
で

あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
様
に
な
つ
た

今
日
喜
劇
の
研
究
も
ま
ん
ざ
ら
無

意
味
な
事
で
も
な
さ
＼
う
に
思
は

れ
る
の
で
、
以
下
當
代
喜
劇
界
に

と
き
め
く
名
優
を
二
三
御
紹
介
に

及
ば
う
と
忠
ふ
。

先
づ
現
代
喜
劇
界
の
亘
匠
と
し

て
チ
ヤ
ァ
ー
り
ー
、
ス
ベ
ン
サ
ー

チ
ヤ
ツ
プ
リ
ン
の
名
は
可
成
に
古

い
。
噌
八
入
九
年
英
國
人
を
雨
親

と
し
て
漱
樂
の
都
巴
里
に
生
れ
、

兄
の
シ
ド
昌
1
と
一緒
に
可
成
長

い
ロ
ン
ド
ン
の
惨
め
な
舞
壷
生
活

の
一
頁
を
残
し
、
一九
一
〇
年
渡

米
し
て
よ
b
活
界
に
入
り
、
マ
ツ

ク
、
セ
ン
ネ
ツ
ト
氏
に
認
め
ら
れ

キ
ー
ス
ト
ン
映
書
に
出
た
の
が
初

め
て
ゴ
、
其
頃
は
ア
ル
コ
ー
ル
先

生
で
我
國
で
、
も
て
は
や
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
エ
ッ

サ
ネ
ー
肚
で
愈
々
彼
の
地
盤
を
造

b
b
噌
九
一
七
年
自
趾
を
起
し
て

製
作
に
從
事
し
、
プ
ア
ー
ス
ト
ナ

シ
ヨ
ナ
ル
肚
か
ら
所
謂
百
萬
弗
喜

劇
を
登
責
し
、
数
年
前
グ
リ
フ
ィ

ス
、
ダ
グ
ラ
ス
氏
等
と
共
に
ユ
ー

ナ
イ
テ
ッ
ド
ア
ー
チ
ス
ッ
創
立
者

の
一人
と
な
つ
て
か
ら
、
其
第
一

回
作
品
と
し
て
最
近
問
題
と
な
つ

た
「巴
里
の
女
性
」を
,
次
作
品
に

は
今
秋
封
切
さ
れ
る
筈
の
「黄
金

狂
時
代
」
を
提
供
し
た
の
で
あ
る

で
は
彼
の
喜
劇
は
何
ん
な
も
の
で

あ
る
か
そ
れ
は
彼
の
生
眞
面
目
に

あ
る
o
そ
し
て
人
生
の
皮
肉
な
咲

笑
で
あ
る
。或
る
時
、或
る
場
合
に

誰
も
が
持
つ
や
う
な
心
理
の
露
骨

な
表
現
で
あ
る
Q
肚
曾
と
か
見
え

と
か
そ
ん
な
も
の
を
一切
脱
捨
て

た
赤
裸
々
な
人
の
心
を
フ
ト
世
の

中
に
見
出
す
i

其
庭
に
彼
の
笑

と
涙
が
隠
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
o
ジ
ヨ
ー
ジ
、
へ
〃
マ
ン
氏
は

同
氏
に
つ
い
て
此
ん
な
事
を
云
つ

て
ゐ
る
Q

「彼
は
眞
に
笑
を
傳
へ
得
る
唯
一

の
映
書
俳
優
で
あ
る
o
ス
ク
リ
ー

ン
の
上
に
於
け
る
チ
ヤ
ッ
プ
リ
ン

は
誰
で
＼
も
な
い
が
ー

ま
だ
誰

で
＼
も
あ
る
Q

換
言
す
'れ
ば
實
生
活
に
於
て
は

此
の
や
う
な
人
物
は
決
し
て
存
在

し
な
い
が
ー

而
も
こ
の
や
う
な

性
格
は
誰
で
も
持
つ
て
ゐ
る
Q
そ

れ
が
ラ
イ
フ
と
云
ふ
も
の
だ
o
箆

棒
に
大
き
な
ポ
ロ
靴
と
ダ
ブ
く

な
ズ
ボ
ン
と
そ
れ
に
藤
の
貧
搦
な

洋
杖
を
持
つ
た
氣
の
溺
さ
う
な
望

み
の
少
な
い
男
、
こ
ん
な
男
を
諸

君
は
今
迄
に
曾
っ
て
見
た
事
が
あ

b
ま
す
か
…
…
而
も
其
の
男
は
實

に
諸
君
自
身
の
心
の
凡
ゆ
る
希
望

と
哀
愁
の
反
映
で
あ
る
」
と
之
が

顯
微
鏡
下
に
映
つ
た
チ
ヤ
ッ
プ
リ

ン
氏
で
あ
る
Q

次
t
今
の
喜
劇
界
め
流
行
兇
と

し
て
大
な
る
勢
力
を
有
つ
て
ゐ
る

の
は
ハ
ー
ロ
ル
ド
、
ロ
イ
ド
で
あ

ら
う
。
週
給
四
萬
弗
は
之
を
語
る

に
充
分
な
る
も
の
で
、
彼
は
チ
ヤ

氏
の
次
の
時
代
に
現
は
れ
た
最
も

偉
大
な
る
俳
優
で
あ
る
。
彼
は
米

國
ネ
ブ
ラ
ス
ヵ
州
に
生
れ
、
十
二

歳
の
時
か
ら
族
藝
人
と
し
て
轄
々

各
地
を
歩
き
フ
ト
し
た
機
曾
か
ら

.ハ
肚
の
エ
キ
ス
ト
ラ
に
な
つ
た
の

が
そ
も
く

活
界
に
首
を
突
込
ん

だ
最
初
で
、
以
後
ハ
ル
ロ
ー
チ
ε

共
に
パ
テ
ー
崩
の
ロ
ー
リ
ン
グ
コ

メ
デ
イ
ー
を
作
つ
て
そ
ろ
ー

と

あ
た
ま

あ

か
れ

か
X
じ
つ

頭
%
証
げ
町
糖
た
漉
いと履
が
確
實

に
自
分
の
時
代
を
獲
得
し
た
の
は

肋
物
有
名
な
禰
好
な
し
の
大
眼
鏡

所
謂
ロ
イ
ド
眼
鏡
を
か
け
て
か
ら

で
あ
る
。
今
は
相
手
役
だ
っ
た
美

し
瓢
・、藁
レ疑
ダ
腎
瀦

を
迎
へ
て
水
も
洩
さ
ぬ
樂
し
い
家

庭
を
つ
く
つ
て
ゐ
る
と
か
。
さ
て

も
こ
の
三
界
一
の
好
男
子
ロ
イ
ド

さ
ん
の
一
燈
何
腱
に
お
可
笑
な
庭

が
あ
る
の
だ
ら
う
。
チ
ヤ
ツ
プ
ソ

ソ
の
猫
創
的
な
あ
の
服
装
と
歩
き

方
、
バ
ス
タ
ー
キ
ー
ト
ン
の
冷
静

な
顔
付
、
ラ
ン
グ
ー3
ン
の
心
配
相

な
仕
草
、
ロ
イ
ド
ハ
ミ
ル
ト
ン
の

.謝

に

あ
い

ぼ
う
し

ら

す
べ

不
似
合
な
帽
子
、
そ
れ
等
は
凡
て

そ
の
事
自
禮
が
一種
の
滑
稽
味
を

現
は
し
て
ゐ
る
が
我
が
ロ
イ
ド
氏

は
之
に
反
し
て
何
ん
ε
云
ふ
ス
ッ

キ
リ
と
し
た
美
し
い
若
紳
士
で
あ

ら
う
而
も
之
が
ロ
イ
ド
喜
劇
を
構

成
す
る
一大
要
素
に
外
な
ら
な
い

の
で
あ
る
Q
彼
は
非
常
に
鏡
敏
で

注
意
深
く
、
一般
人
が
如
何
な
る

劉
照
に
於
て
吹
き
出
す
か
を
そ
の

経
瞼
と
親
察
か
ら
見
出
し
た
。
彼

は
機
會
を
待
つ
て
ゐ
る
様
な
男
で

は
な
く
、
賢
い
注
意
深
い
老
化
學

者
の
や
う
に
巧
み
に
喜
劇
の
要
素

を
案
配
し
、
そ
し
て
一
つ
の
面
白

い
瘍
當
り
が
あ
れ
ば
一般
の
喜
劇

俳
優
が
満
足
し
さ
う
な
方
法
で
何

回
で
も
根
氣
よ
く
繰
り
返
し
て
み

る
の
で
あ
る
。
例
命
戸
を
開
け
て

入
る
と
云
ふ
極
く
簡
軍
な
動
作
に

し
て
も
、
彼
は
先
づ
立
止
つ
て

澤
山
の
鍵
で
そ
の
錠
に
合
し
て
み

て
、
錠
の
か
、
つ
て
ゐ
な
い
事
を

知
る
と
安
心
し
て
戸
を
開
け
る
と

い
つ
た
や
う
な
調
子
で
あ
る
Q

若
し
諸
君
が
ロ
イ
ド
喜
劇
を
分

析
す
る
事
が
で
き
る
と
思
は
れ
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
極
く
李
凡
な
考

の
下
に
製
作
さ
れ
た
と
云
ふ
事
を

示
す
も
の
で
、
表
現
さ
れ
る
人
物

は
凡
て
諸
君
に
調
し
て
非
常
に
親

し
み
深
い
雰
園
氣
の
中
に
置
か
れ

て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
例
へ
ば
「豪

勇
ロ
イ
ド
」
で
は
知
つ
て
の
題
b

フ
ハ
く

と
し
た
臆
病
男
に
な
り
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の 書 映 肚 各

映 競 き し 々 華
畳 映 亜 東L潮 コ(圖 左)

夢 残 古 賀 督 監

江 静 川 夏 み ふ お 妹

夫 啓 島 宮 郎三雄屋津米
一 精 藤 加 吾 東 巻 坂

映代時が我で品作いし新の々人の會協皇舞蕉

るきでが事る見ミのけこし拓開な面方新に監

電映 ノキマ 「隊 慮 白」 鶉 石

三 省 野 篠 督 監

引 仁 岡 片 助 重 川 横

子 輝 ノ キ マ 露 お娘 守 襖鐘

郎 太 龍 根 中 郎 太 佐 人 狂

葺映活日 「に爲 の 校 母 」 圏下

豊 部 安 督 監

岡 倍 夫 淺 吾 進 林

子 嘉 田 岡 子 夜 小

子 愛 島 高 享

30



「室
町
御
所
」

實
川
延
松
の
池
田
丹
後

、奇
傑
鬼
鹿
毛
L

岡
島
艶
子
の
千
鳥

謡映亜東1客 侠 ε 女 」
助郎三の現仁の郎三龍岡兜 ねよおの子愛村華 次健英野の郎三路川瀬

「歌 情 豊

一 信 川谷 の 吉 砧 田 岩

「懸 哀 の 畔 湖 」 「京 お と 雪 おJ

助 嘉爺 老 の淳 井新 男交東伊 の域坊東
菊 お 娘 の 子 榮 東 雪 お の 子1柴 邊 浦
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品 作 特 活 日 ふ 備 《 全 容 陣

上
園

徳
永
フ
ラ
ン
ク監
督

「愛
に
輝
く
女
性
」

騨
岡
洋
子

砂

田

駒

子

河
野
忠
夫

中
野

英

治

上
圖
左

小
林
彌
六
睡耶督

「黒
巾
十
六
騎
」

横
井
赤
江

澤
村

蓉

子

清
水
圭
入

片

岡
松

燕

左
園

波
多
野
笈
正
監
督

「鞍
馬
天
狗
」

天
草
武
則

實
川
延
一
郎

夜
櫻
お
辰

澤

村

麻

子

小
野
宗
房

片

岡

松

燕

鞍
馬
天
狗

尾
上
松
之
助

右
圖

築
山
光
吉
監
督

「義

慰
」

水
木
陽
之
助

葛

木

香

凶

藝
妖
相
生
傘
の
小
牛

澤

村

春

子

28



(8)・

ン
ベ
ル
ヒ
は
直
ぐ
近
づ
き
に
な
つ

た
o
そ
し
て
彼
女
が
ハ
リ
ー
ウ
ツ

ド
に
來
て
以
凍
の
悲
し
い
事
や
、

今
は
も
う
最
後
の
望
み
も
絶
え
て

故
郷
に
蹄
ら
う
と
思
っ
て
ゐ
る
事

な
ど
を
事
こ
ま
か
に
話
し
た
時
、

彼
は
撤
版
か
ら
才
能
以
上
の
洞
物

か
を
麗
見
し
た
の
で
あ
る
o
彼
は

其
の
時
彼
と
共
に
骨
身
に
な
つ
て

喜
ん
で
働
い
て
呉
れ
る
俳
優
を
探

し
て
ゐ
だ
Q
尤
も
彼
は
僅
か
四
千

五
百
弗
し
か
持
つ
て
ゐ
な
か
つ

た
が
。

ジ
ヨ
セ
フ
が
彼
女
の
才
を
認
め

て
主
脳
女
優
に
な
る
べ
き
機
會
を

與
へ
だ
と
云
ふ
事
は
實
に
素
晴
し

い
事
實
で
、
若
し
こ
の
事
が
な
か

つ
た
な
ら
ジ
ヨ
ー
ジ
ア
と
云
ふ
名

は
永
久
に
映
書
界
か
ら
葬
り
去
ら

れ
た
か
も
知
れ
な
い
。

「本
當
に
妾
は
何
ん
で
も
い
、
か

ら
唯
働
き
た
い
と
思
っ
て
ゐ
ま
し

た
」
と
彼
女
は
悲
し
か
つ
た
そ
の

頃
を
追
懐
し
て
云
つ
て
ゐ
る
o

か
う
し
て
此
の
淋
し
い
停
車
場

に
落
合
つ
だ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら

來
た
男
と
シ
カ
ゴ
か
ら
上
つ
た
娘

と
ー

は
何
日
の
間
に
か
彼
等
が

永
い
間
夢
み
て
ゐ
た
様
な
名
聲
ご

財
産
を
も
た
ら
す
や
う
な
進
路
に

幕
進
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
Q
ジ
ヨ

ー
ジ
ァ
は
ス
タ
ー
ン
ペ
ル
ヒ
の
大

傑
作
縞
「救
ひ
を
求
め
る
人
々
」の

女
主
人
公
を
勤
め
た
の
で
あ
る
Q

「救
ひ
を
求
め
る
人
々
」
そ
れ
は

一時
米
國
の
斯
界
を
歴
倒
し
セ
大

映
書
で
、
彼
が
四
千
五
百
弗
で
製

作
し
た
此
の
映
叢
は
ダ
グ
ラ
ス
氏

の
推
薦
に
よ
つ
て
十
萬
弗
迄
そ
の

市
慣
を
高
め
だ
と
云
ふ
。
此
映
書

に
は
一定
の
筋
が
な
い
。
唯
或
る

思
想
が
其
庭
に
現
れ
て
ゐ
る
だ
け

で
あ
る
o
意
思
薄
溺
な
青
年
と
自

暴
的
な
娘
と
憐
れ
な
孤
兇
が
一緒

に
泥
の
港
か
ら
石
蝉
の
町
に
來
て

或
る
家
に
宿
る
、
青
年
は
職
を
求

め
る
が
職
が
な
い
O
孤
見
は
餓
じ

映
書
は
實
に
驚
異
的
な
エ
ポ
ツ
ク

メ
イ
キ
ン
グ
な
大
作
品
で
あ
る
。

ス
タ
ー
ン
ペ
ル
ヒ
の
藍
督
こ
し

て
の
技
傭
は
こ
の
一
本
の
映
書
で

斯
界
に
現
は
れ
た
Q
同
時
に
希
望

と
光
明
に
包
ま
れ
た
ジ
ヨ
ー
ジ
ア

の
演
技
は
實
に
偉
大
な
も
の
で
、

一
夜
劇
場
を
訪
れ
た
チ
ヤ
ッ
プ
リ

ン
氏
を
し
て
、
か
く
云
は
し
め
た

も
の
で
あ
る
Q

「實
に
素
敵
だ
!

次
號
か
ら
『誌
友
欄
』
を
設
け
て
諸
君
の
御
利
用
に
供
し
ま
す
o

本
誌
に
樹
す
る
御
注
文
、
御
批
評
、
叉
映
書
に
關
す
る
御
戚
想
、

會
員
相
互
の
音
信
の
交
換
、
共
他
何
で
も
結
構
で
す
か
ら
、
大
正

通
信
融
映
書
編
輯
部
宛
、
ド
シ
ー

御
投
稿
を
希
ひ
ま
す
。

い
と
云
ふ
Q
娘
は
肉
を
費
う
と
す

る
が
、
余
り
に
青
年
を
愛
し
す
ぎ

て
ゐ
る
o
宿
の
主
人
は
娘
を
ロ
説

く
積
り
で
皆
な
と
郊
外
に
行
く
○

孤
兇
の
事
か
ら
青
年
と
宿
の
主
人

が
喧
嘩
を
始
め
、
青
年
は
勝
つ
o

勝
ち
誇
つ
た
彼
は
自
ら
の
カ
を
信

じ
る
○
彼
は
娘
と
共
に
力
強
く
歩

く
o
陽
は
輝
く
o
日
の
子
等
は
聲

高
ら
か
に
歌
ふ
o
そ
し
て
進
ん
で

ゆ
く
o
此
の
劇
的
の
動
作
少
な
い

到
底
此
頃
の
女
優
の
及
ぷ
庭
で

は
な
い
L
ビ
。

扮
チ
ヤ
ッ
プ
ソ
ン
氏
は
彼
女
を
抜

擢
し
た
Q
そ
し
て
「黄
金
狂
時
代
」

以
來
二
年
間
の
契
約
を
癌
ん
だ
と

云
ふ
Q
そ
う
し
て
凡
て
の
も
の
を

得
た
ジ
ヨ
ー
ジ
ア
は
今
は
ハ
リ
ー

ウ
ツ
ド
の
謙
見
と
し
て
、
各
就
の

ス
タ
ー
と
肩
を
並
べ
、
シ
カ
ゴ
か

ら
爾
親
を
呼
び
寄
せ
て
樂
し
い
月

日
を
逡
つ
て
ゐ
る
と
云
ふ
o

人
氣
者
と

人
氣
映
書
一

米
誌
ク
ラ
シ
ッ
ク
が
最
近
の
俳

優
と
映
書
の
人
氣
投
票
を
わ
つ
た

腱
次
の
様
な
結
果
を
得
た
。
が
日

本
人
の
見
方
と
比
べ
て
非
常
に
面

白
い
と
思
ふ
の
で
】寸
御
紹
介
す

る
o最

も
人
氣
の
あ
る
俳
優

グ
ロ
ー
リ
ア
、
ス
フ
ン
ソ
ン
嬢

ラ
モ
ン
、
ナ
バ
ロ
民

ハ
U
ロ
ル
ド
、
ロ
イ
ド
氏

リ
チ
ヤ
ー
ド
、
デ
イ
ク
ス
氏

ノ
ー
マ
、
タ
ル
マ
ッ
ヂ
.嬢

ジ
ヨ
ン
、
ギ
ル
.ハ
ー
ト
氏

コ
ー
リ
ン
、
ム
ー
ア
嬢

ペ
ン
、
リ
ヨ
ン
氏

ポ
ー
ラ
、
ネ
グ
リ
ー
嬢

コ
ー
ソ
ン
、
グ
リ
フ
ィ
ス
嬢

メ
リ
ー
、
ビ
ツ
ク
フ
オ
ー
ド
嬢

ル
ド
ル
フ
、
バ
レ
ン
チ
ノ
氏

メ
ー
、
マ
ー
レ
ー
嬢

チ
ヤ
ー
り
ー
、
チ
ヤ
ツ
プ
ソ
ン
氏

べ
ー
ブ
、
ダ
ニ
ヱ
ル
嬢

ア
リ
ス
、
テ
リ
ー
嬢

ノ
ー
マ
、
シ
ヱ
ー
ラ
ー
嬢

ロ
イ
ド
、
ヒ
ユ
ー
ズ
氏

リ
、
ア
ン
、
ギ
ツ
シ
ユ
嬢

最
も
人
氣
を
博
し
た
映
聲

幌
馬
車

國
民
の
創
生

十
議

ス
カ
ラ
ム
ツ
シ
ユ

海
鷹

ム
シ
ユ
ー
、
ボ
ー
ケ
ー
ル

嵐
の
孤
兇

マ
ン
ハ
ン
ド
ル
ド

散
ゆ
ぐ
花

ロ
ビ
ン
、
フ
ツ
ド

貴
婦
人

バ
グ
グ
ツ
ド
の
盗
賊

殴
ら
れ
る
彼
奴

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
の
縷
背
男

ピ
ー
タ
ー
、
.ハ
ン

ド
ウ
ル
ベ
ル
ビ
ウ
の
ク
ス

赤
百
合

ア
ブ
ラ
ハ
ム
、
リ
ン
カ
ー
ン

棚
『映
豊
』
第
一
岩
第
一
號

大
正
十
四
年
九
月
廿
五
日
印
刷
納
本

大
正
十
四
年
十
月
一
n
嚢

行

大
阪
市
北
顧
中
之
島
宗
是
町
三
七
番
地

畷
蝋
篠
脚
久
保
秀
夫

同
右

印刷
所
大
正
通
信
肚
印
刷
部

同
右

獲
行所
大
正
通
信
就
大
阪
支
肚

東京
市麹
町匠
土手
三番
町

本
肚
大

正

通

信

肚

振
替
東
京
二
八
一五
八
番

電話四盒
蝋藷

定轟
魂
勘嘩
諜
噸
灘
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映 欝 の 都 ホ リ ー ウ ツ ド の 全 景
 GENERAL VIEW OF HOLLYWOOD, CITY OF MOVIE
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